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社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
を
支
え
る
基

盤
的

０
”∽０
人
材
と
し
て
、
り
Ｂ
型
人

材
と
呼
ぶ
。

さ
ら
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
材
は
、

こ
れ
ら
の
個
別
の
先
端
的
知
の
創
造
の

成
果
群
を
統
合
し
、
併
せ
て
基
盤
的
も

の
づ
く
り
技
術
群

（坤
Ｂ
）
を
活
用
し
て
、

社
会
経
済
的
価
値
に
具
現
化
す
る
人
材

で
あ
る
。
図
２
の
左
側
に
示
し
た
科
学

技
術
駆
動
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
造
の
縦

と
横
と
を
統
合

含
Ｄ
一配
８
〔３
す
る
能
力

人
材
と
定
義
し
て
、
恥
，Σ
型
統
合
能
力

人
材
と
呼
ぶ
。

こ
れ
ら
の
レ
Ｄ
、
幣
Ｅ
、
り
Ｂ
お
よ
び

や
Σ
型
人
材
の
育
成
は
、
狭
い
意
味
で
の

「教
育
」
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
「科

学
技
術
振
興
」
と
「イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
振

興
」
と
「教
育
振
興
」
と
を
三
位
一体
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
に
な

る
。
こ
の
こ
と
を
教
育
界
、
学
術
界
お
よ

び
科
学
技
術

・
教
育
行
政
も
再
認
識
し
、

そ
の
実
践
に
向
け
て
、
初
等
。
中
等
教
育

か
ら
高
等
教
育
に
ま
た
が
る
、
組
織
の
壁

を
越
え
た
幅
の
広
い
教
育
改
革
と
科
学

技
術
政
策
の
一体
的
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

科
学
技
術
創
造
立
国
を
標
榜
す
る

日
本
は
、
従
来
か
ら
最
先
端
の
科
学
技

術
を
支
え
る
り
Ｄ
、
恥
，Ｅ
型
人
材
の
育

成
に
注
力
し
て
き
た
が
、
科
学
技
術
革

新
の
成
果
を
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造
、

す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
具
現
化
す

る
こ
と
を
国
民
に
コ
ミ
ツ
ト
し
た
第
４
期

科
学
技
術
基
本
計
画
の
推
進
に
お
い
て

は
、
上
述
の
「り
Ｂ
お
よ
び
や
Σ
型
人
材

の
育
成
」
に
も
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
実
現
に
向
け
た
「科
学
技
術
政

策

。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
連
動
さ
せ

た
教
育
政
策
」
の
改
革
は
、
経
済

・
財

政

。
社
会
保
障
、
教
育
な
ど
の
様
々
な

面
で
危
機
的
状
況
に
あ
る
日
本
を
新
生

し
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
世
界
創
り

へ
貢
献
す
る
た
め
に
、
大
変
重
要
か
つ
喫

緊
の
政
策
改
革
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、
神
Σ
型
統
合
能
力
人
材
が
具

備
す
べ
き
３
つ
の
能
力
は
、
第
１
に
、
独

自
の
専
門
性
を
有
し
つ
つ
も
、
幅
の

広
い
科
学
技
術
的
素
養
を
有
す
る
こ

と
。
第
２
に
、
そ
れ
ら
を
社
会
経
済

的
価
値
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ

（〓
”０
出
の日
のュ
ａ
が
鮮
●
ｏ一£
じ
能
力

も
併
せ
持
つ
こ
と
。
第
３
に
、
自
国
に

基
盤
を
持
ち
な
が
ら
も
世
界
的
視
点
で

発
想
し
行
動
で
き
る
メ
タ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

能
力
と
い
え
る
。
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
型

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
よ
っ
て
の
み
、

２．
世
紀
の
持
続
可
能
な
発
展
が
可
能
な

日
本
は
、
こ
の
肺
，Σ
型
統
合
能
力
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
産

業
競
争
力
に
貢
献
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
基
礎
研
究
に
よ
る
発
見

。
発
明
か

ら
事
業
化
、
社
会
経
済
的
価
値
の
創
造

ま
で
２０
～
３０
年
の
時
間
が
か
か
る
。
持

続
可
能
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
能
力
の

育
成
は
単
な
る
「人
材
育
成
」
を
超
え
た

「初
等

。
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
と
社

会
人
教
育
」
ま
で
踏
み
込
ん
だ
教
育
政

策
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。

現
在
、
文
部
科
学
省
の
中
央
教
育
審

議
会
が
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
を

策
定
中
だ
が
、
以
上
の
視
座
を
堅
持
し
、

２．
世
紀
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
発
展

を
遂
げ
る
日
本
を
築
く
科
学
技
術
駆
動

型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
に
向
け

た
、
実
効
あ
る
教
育
政
策
を
具
体
化
す

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
２
期
教
育
振
興
基
本

計
画
で
は
、
「教
育
と
科
学
技
術
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
三
位

一
体
的
推
進
方
針
」

を
打
ち
出
す
こ
と
を
提
言
す
る
。

同
時
に
、
「教
育
は
科
学
技
術
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は

な
い
」
と
の
教
育
界
の
正
論
も
正
面
か
ら

受
け
止
め
て
、
「何
を
教
育
界
に
任
せ
る

か
、
何
を
教
育
と
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
三
位

一
体
で
推
進
す
べ
き
か
」

を
、
国
創
り
の
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大

臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
議
論
じ
、

具
体
的
な
各
府
省
の
施
策
分
担
と
協
業

に
ま
で
落
と
し
込
ん
で
実
行
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
政
府
に
て

検
討
中
の
総
合
科
学
技
術
会
議
の
改
組

と
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
本
部

（仮
称
）
創
設
構
想
に
、
「科
学
技
術

・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
教
育

一
体
推
進
会
議
」

創
設
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

一
「イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
日
太
蔀
型り
運
動
こ
の
繰
一唱

〃沈
み
行
く
日
本
〃
を
再
び
浮
上
さ
せ
る

の
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
極
め
て
少
な

い
と
の
危
機
感
を
国
民
全
員
が
共
有
せ




